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香川県燧灘大浜海岸におけるマコガレイの出現
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瀬戸内海においてマコガレイ Pleuronectes yokoha-

mae は小型底びき網や刺網等の重要な資源である。瀬

戸内海東部では１９８７～１９８９年に兵庫県，大阪府，岡山

県および香川県による共同調査が行われ，それ以降，

資源管理のため，香川県では小型魚の再放流を実践し

ている。しかしながら，本種の漁獲量は大きく減少し

ている１）。香川県以外の瀬戸内海においても本種の漁

獲量の減少は著しい２，３）。マコガレイ資源を効率的に

増加させるためには，本種の仔稚魚の情報が不可欠で

ある。しかしながら，燧灘海域における仔魚の出現状

況は小路ら（２００２）の調査によって明らかにされている

が４），稚魚の出現については断片的な情報５）にとどまっ

ている。本研究では燧灘東部の砂浜海岸におけるマコ

ガレイ着底稚魚の出現状況を明らかにしたので報告す

る。

材料と方法

調査は２００２年５月から２００５年９月まで２週間から２

ヵ月に１度の頻度で香川県の燧灘に位置する砂浜海岸

の大浜５）で合計３７日実施した（図１）。西水研型ソリ

ネットを，日中に各点で２回ずつ２００m曳網して魚類

の採集を行った。採集日ごとに定点１で表面水温と塩

分を測定した。採集物は５％ホルマリンで固定し，２

時間以内にエタノールに置換して保存した。後日，実

験室において採集物からマコガレイを取り出し，全長

をノギス（０．１mm単位）で測定した。

結果と考察

調査期間中の海水温と塩分はそれぞれ９．０～

３０．３℃，２８．７～３３．７であった。マコガレイは２月上旬

から６月中旬にかけて５１個体採集され（表１），採集

時の海水温と塩分はそれぞれ９．０～２５．７℃，３１．６～３３．７

であった。２００４年は１月下旬から６月までに計６日調

査を実施したが，マコガレイ稚魚は採集されなかっ

た。マコガレイは播磨灘北部６）や周防灘周辺域７）の１０m

以浅の砂泥域において２月上旬から６月に多く分布

し，７月以降沖合の深場へ移動することが報告されて

いる。燧灘における砂浜海岸での出現時期はこれまで

の報告と一致した。
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表１ 大浜海岸におけるマコガレイ稚魚の採集日と全
長

採集されたマコガレイの全長は１０．１～５３．０mmで，

着底直後とされる全長１０mm台の稚魚は２月上旬から

４月上旬に採集された。燧灘における浮遊仔魚の出現

時期は１月から３月であることが報告されており，燧

灘におけるマコガレイの着底時期は２月上旬から４月

上旬であることが示された。播磨灘北部や周防灘周辺

域の着底稚魚の出現時期は２月から４月であり，今回

の結果と一致した。これらことから，燧灘におけるマ

コガレイは他の瀬戸内海と同じく２月上旬から４月上

旬に全長約１０mmで着底・成長し，６月以降に砂浜海

岸から移出することが示唆された。
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